
ド
イ
ツ
に
お
け
る
小
学
読
本
の
歴
史
的
展
開
川

大
　
　
槻

ロま
つ

ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
語
教
科
書
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
包
括
的
に
叙
述
し

た
文
献
は
'
い
ま
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
二
十
位
紀
に
入
っ

て
か
ら
の
国
語
教
科
書
の
史
的
展
開
を
跡
づ
け
た
文
献
は
皆
無
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
'
十
九
位
紀
末
ま
で
の
国
語
教
科
書
(
小
学
読
本
)
　
の
史
的
展
開

に
つ
い
て
は
、
い
-
つ
か
の
著
書
・
論
文
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ゲ
ポ

①

ル
ク
・
ハ
ス
の
「
文
献
目
録
」
に
よ
れ
ば
'
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

5*K1
 
H
・
フ
エ
ツ
ヒ
ナ
-
「
小
学
読
本
の
歴
史
」
　
(
C
・
ケ
ー
ル
　
『
ド
イ
ツ
語

教
授
方
法
の
歴
史
j
ゴ
ー
タ
t
 
T
八
七
九
年
'
7
八
八
九
年
所
収
)

F
e
c
h
n
e
r
,
H
.

G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 
d
e
s
 
V
o
l
k
s
s
c
h
u
l
l
e
s
e
b
u
c
h
e
s

i
n
:
　
C
.
K
e
h
r
:
　
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 
d
e
r
 
M
e
t
h
o
d
i
k
 
d
e
s
 
d
e
u
t
s
c
h
e
n

Unterrichts

G
o
t
h
a
:
1
8
7
9
u
n
d
1
8
8
9

。
'
'
3
'
蝣
‥
f
l
・
ナ
I
 
r
小
蝣
蝣
-
 
'
蝣
-
-
i
¥
'
ハ
;
.
 
-
>
蝣
_
 
-
.
 
-
.
蝣
'
J
J
-
!
.
二
-
・
^
-
J
i
:
-
-
 
-
】

H
e
y
d
n
e
r
,
G
.

D
a
s
 
L
e
s
e
b
u
c
h
 
i
n
 
d
e
r
 
V
o
l
k
s
s
c
h
u
l
e

iI泥阿u

3
　
T
・
ク
リ
ー
ピ
ッ
チ
ユ
「
読
本
の
こ
と
」
(
フ
ラ
ン
デ
ン
プ
ル
ク
州
学
校

年
報
7
八
六
〇
年
版
』
　
1
八
六
〇
年
、
七
〇
五
～
七
二
九
ペ
ー
ジ
)

K
r
i
e
b
i
t
z
s
c
h
,
T
h
.

I
n
 
S
a
c
h
e
n
 
d
e
r
 
L
e
s
e
b
¢
c
h
e
r

i
n
:
S
c
h
u
l
b
l
a
t
t
 
f
u
r
d
i
e
P
r
o
v
i
n
z
B
r
a
n
d
e
n
b
u
r
g
,
J
h
r
g
.
1
8
6
0
,

S
.
7
0
5
-
7
2
9

T
f
 
O
.
H
-
,
,
ク
ル
ム
バ
ッ
ハ
t
 
O
'
ジ
ー
バ
ー
『
ド
イ
ツ
学
校
読
本
の

歴
史
と
批
判
し
二
八
九
四
年
、
ラ
イ
ブ
チ
ッ
ヒ
)

K
r
u
m
b
a
c
h
,
C
.
J
.
u
n
d
 
S
i
e
b
e
r
,
J
.
G
.

G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 
u
n
d
 
K
r
i
t
i
k
 
d
e
r
 
d
e
u
t
s
c
h
e
n
 
S
c
h
u
l
l
e
s
e
b
i
i
c
h
e
r

1
8
9
4
u
n
d
1
8
9
6
,
L
p
z
g
.

5
　
B
・
メ
ソ
ネ
ル
　
r
小
学
読
本
の
改
革
し
　
(
ラ
ン
ゲ
ソ
ザ
ル
ツ
ァ
'
1
八
九

七
年
)M

a
e
n
n
e
l
,
B
.

Z
u
r
 
R
e
f
o
r
m
 
d
e
s
 
V
o
l
k
s
s
c
h
u
l
l
e
s
e
b
u
c
h
e
s

L
a
n
g
e
n
s
a
l
z
a
,
1
8
9
7

6
　
W
・
ラ
イ
ン
編
「
小
学
校
に
お
け
る
読
本
」
(
F
教
育
学
百
科
ハ
ソ
ド
ブ
ッ

ク
』
ラ
ン
ゲ
ザ
ル
ツ
ァ
'
7
九
1
0
年
二
版
所
収
)

R
e
i
n
,
W
.
(
H
r
s
g
.
)

D
a
s
 
L
e
s
e
b
u
c
h
 
i
n
 
d
e
r
 
V
o
l
k
s
s
c
h
u
l
e

i
n
:
E
n
c
y
k
l
o
p
監
i
s
c
h
e
s
H
a
n
d
b
u
c
h
 
d
e
r
P
監
a
g
o
g
i
k
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L
a
n
g
e
n
s
a
l
z
a
:
1
9
1
0
,
2
.
A
u
f
1
.

t
-
<
　
リ
ヒ
ク
ー
F
読
本
問
題
に
つ
い
て
し
　
(
ラ
イ
ブ
チ
ッ
ヒ
、
1
八
八
六

年
)
　
I

R
i
c
h
t
e
r
.
A
.

Z
u
r
 
L
e
s
e
b
u
c
h
f
r
a
g
e

L
p
z
g
.
:
1
8
8
6

8
　
G
・
リ
ー
ケ
「
読
本
の
要
件
」
)
r
L
イ
ツ
第
四
年
報
1
八
四
四
年
』
軍
一

冊
へ
一
八
六
～
二
二
ペ
ー
ジ
「

R
i
e
c
k
e
,
G
.

D
i
e
 
E
r
f
o
r
d
e
r
n
i
s
s
e
 
e
i
n
e
s
 
L
e
s
e
b
u
c
h
e
s

D
e
u
t
s
c
h
e
V
i
e
r
t
e
l
i
a
h
r
e
s
s
c
h
r
i
f
t
1
8
4
4
,
2
.
H
f
t
.
,
S
.
1
8
6
-
2
1
1

0
　
W
・
>
-
シ
ュ
ト
イ
『
小
著
・
論
文
読
本
問
題
』
　
(
ラ
イ
ブ
チ
ッ
ヒ
'
一

八
九
八
年
)
、

S
t
o
y
,
K
.
V
.

K
l
e
i
n
e
r
e
S
c
h
r
i
f
t
e
n
 
A
u
f
s
a
t
z
e
.
L
e
s
e
b
u
c
h
f
r
a
g
e
.

L
p
z
g
.
:
1
8
9
8

s
 
X
　
ウ
ェ
ー
バ
ー
「
小
学
校
上
学
年
用
読
本
へ
の
要
請
」
(
ヲ
ロ
イ
セ
ソ

教
育
行
政
官
報
1
人
七
四
年
版
』
四
〇
1
-
四
〇
三
ペ
ー
ジ
一

W
e
b
e
r
,
H
.

A
n
f
o
r
d
e
r
u
n
g
e
n
 
a
n
d
a
s
 
L
e
s
e
b
u
c
h
 
f
i
i
r
 
o
b
e
r
e
K
l
a
s
s
e
n
d
e
r

V
o
l
k
s
s
c
h
u
l
e
n

i
n
:
C
e
n
t
r
a
l
b
l
a
t
t
 
f
i
i
r
 
d
i
e
g
e
s
a
m
t
e
U
n
t
e
r
r
i
c
h
t
s
v
e
r
w
a
l
t
u
n
g

i
n
 
P
r
e
u
B
e
n

J
h
r
g
.
1
8
7
4
,
S
.
4
0
1
-
4
0
3

1
1
　
G
ト
ツ
′
ィ
-
デ
ル
ベ
ル
ガ
ー
、
パ
テ
ィ
ス
夕
景
学
読
本
そ
の
生
成
・
追

.
礎
L
 
・
実
践
的
応
用
し
二
九
1
五
年
)

Z
e
i
d
e
l
b
e
r
g
e
r
,
G
.
u
n
d
 
B
a
t
t
i
s
t
a
,
L
.

D
a
s
 
V
o
l
k
s
s
c
h
u
l
l
e
s
e
b
u
c
h
.
S
e
i
n
W
e
r
d
e
n
,
s
e
i
n
e
G
r
u
n
d
l
a
g
e
n

u
n
d
s
e
i
n
e
p
r
a
k
t
i
s
c
h
e
V
e
r
w
e
n
d
u
n
g
:
1
9
1
5

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
文
献
は
'
い
ず
れ
も
1
九
世
紀
に
お
け
る
読
本
の
歴

史
を
知
る
上
で
式
要
な
も
の
で
あ
る
が
'
こ
れ
ら
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
労
作
と

し
て
層
頭
に
あ
げ
ら
れ
る
べ
き
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
フ
エ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
'

ビ
ユ
ソ
ガ
ー
著
『
小
学
読
本
発
達
史
』
二
八
九
八
年
)
(
F
e
r
d
i
n
a
n
d
B
u
n
g
e
r
.

E
n
t
w
i
c
k
e
l
u
n
g
s
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e
d
e
s
V
o
l
k
s
c
h
u
l
l
e
s
e
b
u
c
h
e
s
,
L
p
z
g
.
1
8
9
8
)

で
あ
る
。
r
{
学
読
本
発
達
史
』
は
'
1
九
七
二
年
へ
詳
細
な
解
説
を
つ
け
て

復
刻
さ
れ
へ
サ
イ
の
資
料
的
価
値
は
、
い
ま
も
高
-
評
価
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ

れ
が
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
小
学
読
本
の
歴
史
的
展
開
を
知
ろ
う
と
す
る
と
き
'

そ
の
最
初
の
手
が
か
り
を
与
え
て
-
れ
る
も
の
も
、
本
番
で
あ
る
と
言
っ
て
さ

し
っ
か
え
な
い
。
著
者
は
'
歴
史
家
と
し
て
客
観
的
な
叙
述
に
つ
と
め
て
お
り
へ

そ
れ
ゆ
え
本
書
は
重
要
な
「
記
録
」
た
り
え
て
い
る
。
た
だ
、
個
々
の
賢
料
の

解
釈
に
は
、
当
然
の
こ
_
と
な
か
ら
著
者
の
主
観
が
色
溌
-
あ
ら
わ
れ
て
お
り
'

本
書
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
へ
そ
の
点
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

そ
と
で
、
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
小
学
読
本
の
歴
史
的
展
開
を
跡
づ

け
る
作
業
の
第
1
歩
と
し
て
'
ビ
ユ
ソ
ガ
I
の
示
学
読
本
発
達
史
し
の
内
容

の
あ
ら
ま
し
と
、
茸
者
の
立
場
と
を
、
本
書
の
目
次
と
、
編
者
イ
ン
ゲ
ポ
ル
ク
・

ハ
A
T
(
の
序
文
と
を
手
が
か
り
と
し
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。

二

i
V
-
'
-
-
.
V
、
　
与
　
　
十
∵
i
聖
へ
.
・
-
I
-
-
.
'
・
=
=
・
蝣
;
・
:
:
'
=
*
:
・
・
蝣
'
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第
l
草
　
読
本
前
史

‥
第
一
節
　
宗
教
改
革
期
に
お
け
る
準
僻
作
業

一
t
.
小
学
校
の
古
い
,
陶
冶
源
と
新
し
い
陶
冶
源

二
、
読
本
教
材
の
用
意
へ
の
中
世
の
参
画

三
'
読
み
方
教
科
書
に
お
け
る
仕
俗
教
材
の
増
加

A
　
世
俗
的
格
言
の
進
出
　
1
五
二
四
年

九八七六五四
ヽ　　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　　ヽ　　　ヽ

P O N M L KJ言H G F E D C B

手
紙
の
書
き
方
と
省
略
法
の
進
出
　
1
五
二
五
年

算
数
教
材
の
進
出
一
五
二
六
年

世
俗
詩
と
入
門
詩
の
進
出
　
1
五
三
二
年

女
科
的
教
材
の
進
出
　
T
五
三
三
年

事
物
の
名
ま
え
の
進
出
　
7
五
三
四
年

低
俗
的
絵
画
の
進
出
　
丁
五
三
三
年

文
字
解
説
の
進
出
　
1
五
三
三
年

聖
者
名
の
進
出

句
読
点
の
理
論
の
進
出
　
1
五
三
四
年

意
味
の
な
い
文
字
の
組
合
せ
'
あ
る
い
は
<
c
Q
-
B
J
の
進
出

iKsui圏

礼
法
の
進
出
一
五
七
二
年

進
ん
だ
読
者
の
た
め
の
最
初
の
読
本
　
1
五
七
二
年

回
顧

発
達
の
停
滞

特
別
の
実
科
読
本
の
登
城
　
〓
ハ
五
七
年

迷
信
防
止
の
た
め
の
教
材
の
進
出
　
1
六
五
七
年

公
民
科
的
教
材
の
進
出
　
〓
ハ
九
七
年

人
間
科
の
進
出
　
〓
ハ
五
七
年

A
B
C
読
本
の
ま
ち
が
っ
た
方
向
づ
け
　
〓
ハ
九
五
年

学
校
に
お
け
る
新
聞
の
読
み
に
関
す
る
規
定
　
丁
七
三
七
年

第
二
節
　
実
科
的
'
近
代
的
'
実
践
的
な
読
本
へ
の
移
行
(
十
七
位
紀
中
葉
か

ら
十
八
世
紀
中
葉
へ
)

T
t
十
七
世
紀
中
葉
の
新
し
い
動
き

二
'
世
俗
的
書
写
体
教
材
の
進
出
　
〓
ハ
四
二
年
・

三
へ
自
由
な
虚
構
の
世
俗
的
物
語
の
進
出
　
〓
ハ
五
〇
年

第
三
節
　
読
本
の
直
接
の
先
駆
(
十
八
位
紀
中
葉
)

T
.
よ
-
撃
与
ら
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
小
読
本
　
7
七
四
七
年

二
'
プ
ロ
イ
セ
ン
7
般
地
方
学
事
規
定
の
読
み
方
教
科
書
　
7
七
五
七
年

三
、
学
校
に
お
け
る
詩
及
び
他
の
文
学
教
材
の
進
出
　
7
七
六
五
年

四
'
最
も
早
い
時
期
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
読
本
　
1
七
六
八
年

五
、
バ
イ
エ
ル
ン
侯
国
の
ブ
ラ
ウ
ン
読
書
作
品
集
　
1
七
七
〇
年
子
ど
も

の
手
紙
交
換
と
古
典
詩
の
進
出
)

ユ
ノ
バ
'
ク
リ
ス
ト
・
フ
エ
リ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ァ
イ
セ
の
新
し
い
A
B
C
読
本

7
七
七
二
年

七
'
バ
ゼ
ド
ゥ
の
読
書
作
品
集
　
7
七
七
〇
年

八
、
ヴ
ユ
ル
ツ
プ
ル
ク
民
国
の
鹿
本
　
1
七
七
二
年

九
'
学
校
に
お
け
る
ド
√
ツ
愛
国
的
教
材
の
進
出
一
七
七
三
年

十
'
低
地
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
表
式
読
書
作
品
集

第
二
章
　
幼
少
期
の
小
学
読
本

第
一
節
　
ロ
ヒ
ョ
ウ
の
子
ど
も
の
友

T
t
読
本
の
た
め
の
フ
リ
ー
ド
リ
ツ
ヒ
大
王
政
庁
の
努
力

二
へ
　
ロ
ヒ
n
ウ
の
読
本
集

a
　
作
家
と
し
て
の
ロ
ヒ
ョ
ウ

b
　
ロ
ヒ
ョ
ウ
の
'
読
本
作
成
の
動
機

C
　
準
備
作
業
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d
　
子
ど
も
の
友

l
　
そ
の
執
筆

2
　
発
達
史
的
粁
勢
力
の
使
用

3
　
素
材
の
混
合

4
　
そ
の
外
的
調
節

5
　
ロ
ヒ
ョ
ウ
の
記
述
の
言
語
面

6
　
子
ど
も
の
友
の
普
及

三
'
そ
の
筏
の
ロ
ヒ
ョ
ウ
の
読
本

第
二
節
　
ロ
ヒ
ョ
ウ
の
後
継
者

1
.
最
初
の
市
民
学
校
用
読
本
　
1
七
八
五
年

二
'
道
徳
教
育
教
科
書

三
へ
カ
レ
ン
ダ
ー
式
読
本

四
'
蔑
業
読
本

五
、
公
民
科
的
教
材
の
支
配

六
'
入
門
書
的
読
本
　
1
七
八
八
年

七
'
迷
信
'
衛
生
学
へ
実
践
的
利
益
等
を
と
-
に
考
慮
し
た
公
益
的
読
本

八
'
自
然
史
的
読
本
　
1
七
八
八
年

九
'
感
傷
的
な
考
察
を
伴
っ
た
読
本
　
7
七
九
六
年

十
'
宗
教
的
話
題
の
あ
る
読
本
　
7
八
〇
九
年

十
T
t
教
化
的
現
実
的
読
本

十
二
'
学
校
唱
歌
教
科
書
と
し
て
の
ロ
ヒ
ョ
ウ
の
子
ど
も
の
友
の
叙
述

第
三
即
　
読
本
の
自
立
的
な
前
進
的
発
達

一
'
郷
土
科
及
び
現
代
史
か
ら
の
伝
記
や
愛
国
的
物
語
の
進
山
一
七
八
二

年
二
、
読
本
「
グ
ー
ト
マ
ソ
」
　
1
七
九
三
年

三
、
兵
学
校
用
と
蔑
村
学
校
用
の
読
本

七六五四
ヽ　　　ヽ　　　ヽ　　　ヽ

将
来
の
尿
人
用
の
読
本

宗
教
的
読
本
　
1
七
八
四
年

定
評
の
あ
る
読
本
の
集
成
の
始
ま
り
　
1
七
九
二
年

読
本
の
存
続
へ
の
攻
撃

第
四
即
　
汎
愛
派
の
読
本

一
'
カ
ソ
ペ
ー
七
七
八
年

二
、
ヴ
ォ
ル
ケ
一
七
八
三
年

三
'
シ
ュ
プ
-
ツ
テ
ガ
ル
プ

一
七
八
四
年

四
'
ザ
ル
ツ
マ
ン
一
七
九
八
年

五
'
グ
ラ
ッ
ツ
　
1
八
〇
7
年

六
へ
ダ
ー
ツ
・
ム
ー
ツ
一
八
一
四
年

七
へ
汎
愛
派
の
戯
れ
教
材

節
五
節
　
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
t
の
彫
皆
下
の
読
本

第
三
草
　
言
語
論
・
論
別
学
苦
と
し
て
の
読
本

1
'
公
益
的
性
格
か
ら
審
美
的
論
理
的
性
格
へ
の
移
行
(
ヴ
ィ
ル
ム
セ
ソ
'

ツ
ェ
レ
ソ
ナ
ー
)

二
'
思
想
性
と
言
語
美
を
指
向
し
た
作
品

465

A
　
審
美
的
読
本

B
　
古
典
的
物
語
・
伝
記
の
集
成

C
　
朗
読
読
本

D
　
珍
奇
読
本

三
'
言
語
形
式
主
義
の
読
本

A
　
論
理
的
要
素
の
優
位

B
　
文
法
の
優
位

1
　
抽
象
的
文
は
的
読
本

2
　
具
体
的
文
法
的
読
本
(
い
わ
ゆ
る
セ
ソ
ス
テ
ン
ス
メ
ソ
ッ
ド
'

造
語
論
)

3
　
文
は
の
神
助
手
段
と
し
て
の
例
文
集
な
ど



第
四
韓

I
'

二
へ

三
、

m五
、ABCmE

四
、
読
本
に
お
け
る
発
音
主
義
'
文
法
主
義
、
実
科
主
義
の
結
合

五
'
形
式
主
義
的
な
方
向
の
三
つ
の
後
絹

六
'
形
式
主
義
的
な
方
向
の
結
果

七
へ
寄
り
か
か
り
的
文
法
教
授
の
た
め
の
読
本
・

愛
国
的
感
情
の
進
出

政
治
的
分
立
主
義
的
傾
向
の
読
本
　
1
八
二
九
年

ド
イ
ツ
史
上
へ
の
郷
土
的
国
家
史
の
構
築

ド
イ
ツ
愛
国
的
読
本
　
7
八
四
二
年

全
教
科
教
育
の
中
心
と
し
て
の
読
本

発
達
の
状
態
に
対
し
て
お
-
れ
て
い
る
流
木

過
蝣
~
l
の
実
利
的
-
C
v
け

実
科
の
押
し
も
ど
し

郷
土
科
的
教
材
の
後
退

愛
国
的
教
材
の
後
退

愛
国
的
'
宗
教
的
顧
慮
の
後
退

十
、
規
定
の
特
徴
を
お
ぴ
た
'
プ
ロ
イ
セ
ン
以
外
の
読
本

十
7
.
宗
教
的
へ
宗
派
的
、
愛
国
的
要
素
の
別
々
の
後
退

十
二
'
読
本
の
自
由
な
立
場

第
六
夢
　
虫
近
の
読
本

一
'
非
プ
ロ
イ
セ
ソ
ド
イ
ツ
に
お
け
る
移
行

二
、
新
し
-
獲
得
し
た
ド
イ
ツ
領
に
お
け
る
移
行

三
へ
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
先
進
的
発
展

四
'
プ
ロ
イ
セ
ン
教
育
行
政
に
よ
る
読
本
の
検
閲

五
'
誤
れ
る
方
向
づ
け

A
　
無
宗
教
性

1
　
こ
の
問
題
に
お
け
る
「
T
八
七
二
年
十
月
十
五
日
の
一
般
規
定
」

の
立
場

・
2
　
宗
教
的
教
材
の
故
意
の
押
し
も
ど
し

3
　
況
合
宗
教
的
縮
成
学
校
用
読
本

5Bサ

第
五
草
　
今
班
紀
中
共
の
読
本

1
'
迫
徳
的
審
美
的
な
特
徴
か
ら
愛
国
的
宗
教
的
特
徴
へ
の
移
行
の
う
た

二
'
宗
教
へ
の
読
本
の
基
礎
づ
け
に
お
け
る
誤
り
　
7
八
三
四
年

三
、
班
俗
的
教
材
の
宗
教
へ
の
貫
通
　
7
八
四
二
年

四
'
教
訓
的
要
素
の
占
有
に
お
け
る
読
本

五
、
ノ
イ
マ
ル
ク
に
お
け
る
官
制
読
本
の
先
駆
　
7
八
四
七
年

六
'
プ
ロ
イ
セ
ン
学
校
規
定
と
読
本
　
1
八
五
四
年

七
'
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
け
る
官
制
読
本

八
へ
ゴ
ル
チ
ユ
に
よ
る
ボ
ン
メ
ル
学
校
・
家
庭
読
本
に
お
け
る
宗
教
的
読
本

光
速
の
最
高
点
　
1
八
五
七
年

九
、
個
々
の
特
徴
に
み
ら
れ
る
'
規
定
の
読
本
へ
の
影
響

七　　　　　　　　六
B A　' E D C B A　' D C B

読
本
の
過
度
の
広
が
り
と
部
厚
さ

文
芸
科
的
記
串
の
強
い
あ
ら
わ
れ

お
く
れ
た
読
本
の
発
展
の
中
で

将
来
の
発
展

官
制
読
本
の
新
し
い
前
条

即
級
学
校
用
の
新
し
い
木

大
規
模
校
用
の
新
し
い
本

ベ
ル
-
ソ
の
訳
本

国
境
を
こ
え
て
広
が
る
読
本

最
近
十
年
間
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
の
読
本
の
注
目
す
べ
き
点

新
教
の
流
木

カ
ソ
-
ツ
ク
の
読
本



八
'
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
非
プ
ロ
イ
セ
ン
の
読
本

A
　
採
用
さ
れ
て
い
る
読
本
の
'
独
占
的
に
す
ぎ
る
使
用

1
　
学
校
当
局
自
身
の
著
作
読
本

2
　
唯
1
つ
使
用
を
認
め
ら
れ
た
読
本

B
　
自
由
な
選
択
を
認
め
ら
れ
た
読
本

九
'
下
層
の
少
女
の
た
め
の
唯
1
の
読
本

十
へ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
新
し
い
ド
イ
ツ
語
読
本

十
1
　
実
科
読
本
争
い

十
二
、
ニ
ュ
ー
ル
ソ
ベ
ル
グ
の
読
本
運
動

十
三
、
読
本
の
統
一

第
七
草
　
悶
絶
し
た
生
活
領
域
へ
精
神
的
傾
向
'
学
校
形
態
の
説
本

一
、
移
民
し
た
ド
イ
ツ
人
学
校
用
の
読
本

二
'
ヘ
ル
バ
ル
ト
派
の
学
校
の
読
本

三
'
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
読
本
の
発
展
の
瞥
見

凹
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
読
本

五
'
社
会
民
主
主
義
的
読
本

六
、
小
学
校
と
の
結
び
つ
き
の
中
に
あ
る
学
校
形
態
用
の
読
本

A
　
日
曜
学
校
用

B
　
実
業
補
習
学
校
用

C
　
小
学
校
教
員
検
定
試
験
準
僻
施
設
・
ゼ
,
、
、
ナ
I
ル
用
読
本

読
本
領
域
に
お
け
る
研
究
者
と
蒐
集
家

結
び
に

現
在
使
用
中
の
教
科
書
の
目
録

人
名
索
引

わ
れ
わ
れ
は
'
右
の
目
次
か
ら
だ
け
で
も
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
小
学
読
本
の

史
的
展
開
の
あ
ら
ま
し
　
(
た
だ
し
十
九
帖
紀
末
ま
で
一
を
'
あ
る
程
度
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
は
い
え
、
本
吉
の
歴
史
叙
述
に
は
、
‥
後
に
み
る
よ

う
に
'
著
者
ビ
エ
ソ
ガ
I
の
思
想
や
立
場
が
反
映
し
て
お
り
へ
著
者
の
述
べ
る

と
こ
ろ
を
そ
の
ま
ま
受
け
と
っ
て
し
ま
う
の
は
危
険
で
あ
る
。
そ
こ
で
'
こ
こ

で
は
、
ま
ず
ビ
ユ
ソ
ガ
I
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
も
従
い
な
が
ら
へ
ド
イ
ツ
に
お

け
る
小
学
訳
本
の
史
的
展
間
を
概
観
し
、
そ
の
後
に
著
者
ビ
ユ
シ
ガ
ー
の
思
想

や
立
場
に
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

三

中
位
の
教
育
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
教
会
の
掌
握
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
.

そ
こ
で
の
教
育
は
'
聖
吉
や
教
義
問
答
苔
を
中
心
と
し
た
'
ラ
テ
ン
語
に
よ
る

教
育
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
で
は
、
ラ
テ
ソ
語
の
支
配
が
強
く
近
代

に
入
っ
て
か
ら
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
昆
-
公
用
語
に
も
な
っ
た
。
イ
ギ
-
ス
'
フ

ラ
ソ
ス
な
ど
に
比
べ
て
'
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
語
の
確
立
は
か
な
り
お
-
れ
た

の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
代
国
語
教
育
の
胎
動
は
'
宗
教
改
革
の
時
代
に
は
じ
ま

る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
宗
教
改
革
は
'
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ル
ネ
ッ
サ
ソ
ス
に

相
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
'
ル
タ
ー
は
、
教
会
の
権
威
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

「
神
の
こ
と
ば
」
を
主
張
し
た
。
中
間
が
教
会
の
権
威
に
し
ぼ
ら
れ
た
時
代
で

あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
権
威
の
支
配
を
脱
し
て
「
神
の
こ
と
ば
」
に
信

仰
の
源
泉
を
求
め
る
ル
タ
ー
の
主
張
は
'
中
間
か
ら
近
性
r
 
・
近
代
へ
の
繋
明
を

つ
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
-
知
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
'
ル
タ
ー
は
苦
心
の
末
'
聖
書
の
ド
イ
ツ
語
訳
を
完
成
す
る
が
'
そ
れ
は

ま
た
古
典
語
か
ら
国
語
へ
の
歴
史
的
転
換
へ
の
第
7
歩
で
も
あ
っ
た
。
ビ
ユ
ソ

467



ガ
I
が
「
小
学
読
本
発
達
史
」
の
始
源
を
宗
教
改
革
期
に
求
め
た
の
も
'
ビ
ユ

ソ
ガ
-
の
思
想
的
立
場
と
は
別
に
'
客
観
的
に
も
根
拠
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ビ
ユ
ン
ガ
t
は
宗
教
改
革
期
に
あ
ら
わ
れ
た
小

学
読
本
の
中
に
、
そ
れ
ま
で
の
聖
書
'
教
義
問
答
雷
'
讃
美
歌
な
ど
に
は
み
ら

れ
な
か
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
世
俗
的
教
材
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
.
つ
ま
り
、
世
間
の
格
言
や
詩
'
算
数
や
事
物
の
名
称
を
は
じ
め
と
す
る
実

学
的
尖
川
的
な
内
容
の
読
み
も
の
'
新
し
い
ド
イ
ツ
語
表
記
法
'
言
語
主
義
的

な
入
門
教
材
増
ど
'
庶
民
大
衆
の
生
活
の
必
要
に
こ
た
え
る
教
材
が
し
だ
い
に

増
加
し
て
き
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
は
言
え
'
十
六
世
紀
は
ま
だ
ま
だ
宗
教
の
時
代
で
あ
っ
た
。
実
学
的
'
実

用
的
'
近
代
的
な
読
本
へ
の
移
行
は
'
十
七
帖
紀
の
半
ば
か
ら
'
十
八
位
紀
の

半
ば
に
か
け
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
に
は
'
新
し
い
書
写
字
体
も
工
夫
さ
れ
'

そ
れ
が
教
材
に
も
と
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
-
る
。
読
本
の
内
容
に
も
'

い
わ
ゆ
る
惟
俗
物
語
や
、
実
学
的
内
容
の
記
事
や
'
公
民
的
教
材
な
ど
が
立
ち

現
わ
れ
て
-
る
よ
う
に
な
る
.
ビ
ユ
ソ
ガ
I
は
、
1
八
拙
紀
中
某
の
ド
イ
ツ
の

小
学
読
本
の
様
相
を
'
空
間
的
な
広
が
り
の
中
で
'
克
明
に
記
述
し
て
い
る
。

ビ
ユ
ン
ガ
I
は
'
十
八
世
紀
後
半
の
小
学
読
本
を
取
り
扱
う
に
あ
た
っ
て
'

と
-
に
ロ
ヒ
ョ
ウ
と
そ
の
後
継
者
に
一
章
を
割
い
て
い
る
。
ロ
ヒ
ョ
ウ
は
'
一

七
七
三
年
'
レ
ッ
カ
ー
ソ
に
学
校
を
建
設
し
'
自
己
の
所
領
内
の
幾
民
の
友
と

し
て
へ
そ
の
子
弟
の
教
育
に
努
力
し
た
人
で
あ
る
が
'
自
ら
筆
を
と
っ
て
薦
民

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
教
科
古
を
古
き
'
良
民
の
た
め
の
読
本
も
書
い
て
い

る
。
ビ
ユ
ソ
ガ
I
に
よ
れ
ば
、
ロ
ヒ
ョ
ウ
の
読
本
は
、
そ
れ
ま
で
の
読
本
を
十

分
に
-
み
と
り
、
よ
-
刑
解
し
た
う
え
で
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
'
教
材
を
合

口
的
的
に
混
合
し
て
い
る
こ
と
'
そ
れ
を
短
い
形
に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
'
子

ど
も
の
心
と
民
衆
の
心
と
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
が
'

古
典
語
に
は
ま
っ
た
-
者
慮
を
払
わ
ず
、
歴
史
も
考
慮
し
て
い
な
い
と
い
う
。

ま
た
、
実
用
性
を
茄
ん
じ
る
汎
愛
的
'
稗
蒙
的
精
神
が
あ
ま
り
に
も
支
配
的
で
、

宗
派
的
な
こ
と
に
は
何
の
考
慮
も
払
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
そ
の
と
お
り
だ
と

す
る
な
ら
'
ま
さ
に
啓
蒙
期
の
禅
尼
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
読
本
の
典
型
を
こ

こ
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
よ
う
。

ロ
ヒ
ョ
ウ
の
後
を
受
け
る
読
本
は
'
ま
す
ま
す
実
科
的
内
容
へ
の
傾
斜
を
深

め
て
い
-
。
と
同
時
に
'
遣
縛
的
'
宗
教
的
'
教
化
的
な
読
本
も
、
一
方
で
は

生
ま
れ
て
-
る
。
「
実
科
と
粁
神
」
の
統
T
よ
り
も
む
し
ろ
そ
の
分
化
が
み
ら

れ
る
と
い
う
べ
き
か
。

十
九
批
紀
の
初
め
か
ら
二
〇
位
紀
の
初
め
に
か
け
て
は
'
国
民
的
自
覚
が
芽

生
え
'
強
ま
っ
て
い
-
時
代
で
あ
る
。
十
八
位
紀
末
に
は
、
理
性
の
万
能
を
説

き
'
実
利
を
絶
対
の
価
値
と
み
る
稗
蒙
精
神
へ
の
反
動
と
し
て
'
人
間
性
の
回

復
を
求
め
る
新
人
文
主
義
が
拾
頭
す
る
が
、
そ
れ
は
、
1
両
に
お
い
て
フ
ラ
ン

ス
の
至
上
椴
に
対
す
る
ド
イ
ツ
民
族
の
反
抗
で
あ
り
'
も
う
H
E
は
貴
族
・
宮

廷
の
フ
ラ
ン
ス
的
教
養
に
対
す
る
新
興
市
民
の
反
抗
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
新
興

市
民
階
級
こ
そ
「
国
民
」
に
は
か
な
ら
な
い
.
ビ
ユ
ソ
ガ
I
は
'
こ
の
期
の
読

本
を
第
四
翠
で
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
。

7
方
'
稗
蒙
期
が
去
る
と
'
実
利
1
点
ぼ
り
の
読
本
か
ら
美
と
論
刑
を
茄
視

す
る
人
文
主
義
的
読
本
へ
と
移
行
す
る
。
そ
の
過
程
で
は
、
言
語
の
形
式
を
中

心
と
す
る
言
語
主
義
的
読
本
も
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
い
わ
ゆ
る
「
内
容
か
'
形

式
か
」
と
い
っ
た
二
元
論
が
、
ド
イ
ツ
に
も
光
生
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
'

た
ん
に
国
語
教
科
書
だ
け
に
み
ら
れ
る
の
で
は
な
く
国
語
教
育
論
者
の
一
つ

の
禿
要
な
争
点
と
な
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

5M:



十
九
位
中
葉
に
い
た
る
と
'
ド
イ
ツ
の
小
学
読
本
は
'
い
っ
そ
う
愛
国
的
宗

教
的
性
格
を
強
め
る
に
い
た
る
。
し
か
し
'
ビ
ユ
ン
ガ
I
の
思
想
的
立
場
か
ら

す
れ
ば
'
十
九
柑
紀
末
の
読
本
も
必
ず
し
も
満
足
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
.
第
六
章
以
下
は
、
十
九
位
紀
末
の
小
学
読
本
の
状
況
の
叙
述
で

あ
る
と
同
時
に
'
新
者
ビ
ユ
ソ
ガ
1
の
理
想
の
叙
述
で
あ
る
。

以
上
'
ビ
ユ
ン
ガ
I
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
も
従
い
な
が
ら
'
ド
イ
ツ
に
お
け

る
小
学
読
本
の
史
的
展
開
を
ご
-
巨
視
的
に
概
観
し
て
き
た
。

し
か
し
'
右
の
概
観
は
'
主
と
し
て
教
材
内
容
及
び
教
育
目
的
か
ら
の
も
の

で
あ
っ
て
'
読
本
そ
の
も
の
の
蔚
成
原
理
や
教
授
原
理
か
ら
の
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
'
小
学
読
本
は
、
ド
イ
ツ
語
(
国
語
)
確
立
の
過
程
と
と
も
に
歩
ん
で
き

て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
'
こ
の
点
に
つ
い
て
も
何
も
ふ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
'
す
べ
て
今
後
の
課
題
と
L
t
　
こ
こ
で
は
以
上
の
概
観
に
と
ど
め

ざ
る
を
え
な
い
。

四

い
か
な
る
蹟
火
叙
述
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
ビ
ユ
ン
ガ
I
の
「
小
学
読
本

先
述
史
」
も
ま
た
、
そ
の
貿
料
の
意
義
づ
け
に
は
'
著
者
ビ
ユ
ソ
ガ
-
の
主
観

が
入
っ
て
い
る
3
そ
の
こ
と
は
、
著
者
自
身
が
「
前
書
き
」
で
断
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
'
今
日
の
わ
れ
わ
れ
が
本
吉
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
t
　
と

-
に
注
意
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
'
以
下
に
は
'
新
著
ビ
エ
ソ
が

I
が
、
い
か
な
る
思
想
・
立
場
に
立
っ
て
'
小
学
読
本
の
史
的
展
開
を
と
ら
え

て
い
る
か
を
'
イ
ン
ゲ
ポ
ル
ク
・
ハ
ス
の
「
序
文
」
　
(
解
説
)
　
に
も
よ
り
な
が

ら
、
考
察
し
て
お
き
た
い
。

フ
エ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ビ
ユ
ソ
ガ
I
は
'
リ
ユ
ー
ネ
プ
ル
ク
の
視
学
官
'
師

犯
学
校
長
で
あ
っ
た
が
'
バ
イ
エ
ル
ソ
'
ザ
ク
セ
ン
の
援
助
者
、
同
僚
、
リ
ユ
ー

ネ
ブ
ル
ク
師
範
学
校
の
教
師
な
ど
の
助
け
も
借
り
て
'
多
く
の
読
本
を
集
め
て

本
譜
を
執
筆
し
た
と
い
う
。
彼
は
'
と
り
わ
け
勤
勉
で
快
式
な
人
で
あ
っ
た
ら

し
く
本
書
も
、
歴
史
家
ら
し
い
客
観
的
な
叙
述
が
み
ら
れ
る
。
多
く
の
資
料

古
銭
り
こ
ん
で
い
る
の
も
そ
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
'
本
書
が
今
日
も
高
い
評

価
を
得
て
い
る
の
は
、
そ
の
記
録
性
の
ゆ
え
で
あ
る
。
し
か
し
'
そ
の
資
料
の

解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
彼
自
身
へ
主
観
的
で
あ
る
こ
と
を
隠
そ
う
と
は
し
て
い

な
い
。
彼
は
'
当
時
の
政
治
的
教
育
学
的
思
想
の
中
に
ど
っ
ぷ
り
と
つ
か
っ
て

お
り
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
支
配
的
体
制
的
な
階
層
・
階
級
の
柵
に
立
っ
て
い
た
。

ド
イ
ツ
帝
国
の
成
立
　
二
八
七
二
年
)
　
か
ら
二
十
数
年
も
た
っ
て
い
る
の
に
'

彼
は
プ
ロ
イ
セ
ン
を
中
心
と
し
て
考
え
、
そ
の
ほ
か
の
州
を
「
非
プ
ロ
イ
セ
ン
」

と
よ
ん
で
い
る
。
ド
イ
ツ
-
プ
ロ
イ
セ
ン
と
み
る
国
家
観
'
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト

と
し
て
の
他
界
観
は
、
そ
の
資
料
の
解
釈
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

第
六
章
で
'
読
本
を
「
プ
ロ
イ
セ
ン
」
と
「
非
プ
ロ
イ
セ
ソ
」
に
分
け
て
い
る

の
な
ど
も
'
そ
の
1
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
ま
た
'
彼
は
本
雷
の
末
尾
に
ヘ

ル
ダ
ー
の
こ
と
ば
「
宗
教
こ
そ
人
間
の
最
高
の
人
間
性
で
あ
る
」
を
引
い
て
い

る
の
も
'
彼
の
思
想
的
立
切
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
。
彼
の
目
標
と
す
る
と

こ
ろ
は
'
「
こ
と
ば
'
郷
土
感
情
'
そ
し
て
宗
教
」
で
あ
っ
た
。
ビ
エ
ソ
ガ
ー
の

「
小
学
読
本
発
達
史
」
は
'
こ
の
方
向
を
定
と
す
る
立
場
か
ら
雷
か
れ
て
お
り
'

そ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
第
六
章
で
「
誤
れ
る
方
向
づ
け
」
と
し
て
、
A
無
宗

教
性
t
 
B
読
本
の
過
度
の
広
が
り
と
部
厚
さ
t
 
C
文
芸
科
的
記
事
の
強
い
あ
ら

わ
れ
t
と
い
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
も
よ
-
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

ビ
ユ
ン
ガ
I
の
歴
史
把
握
は
イ
ン
ゲ
ボ
ル
ク
・
ハ
ス
の
次
の
図
式
に
よ
く
示

⑧

さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
図
式
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
'
ビ
ユ
ソ
ガ
I
は
小
学
読
本
の
史
的
展
開
の

源
を
宗
教
改
革
期
に
求
め
'
そ
の
後
の
展
開
は
こ
の
時
期
の
読
本
に
内
在
し
て

い
た
三
つ
の
モ
メ
ソ
ト
が
'
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
形
に
「
成
長
」

し
た
と
み
て
い
る
の
で
あ
る
3
今
日
の
小
学
読
本
は
'
宗
教
改
革
期
の
読
本
に

内
在
し
て
い
た
も
の
が
「
成
長
」
し
た
姿
で
あ
る
と
と
ら
え
る
歴
史
観
に
立
っ

て
、
ビ
ユ
ソ
ガ
-
は
見
料
を
整
地
L
t
配
列
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
'
ビ
ユ
ソ
ガ
1
は
'
十
九
位
紀
末
の
小
学
読
本
に
は
'
教
育
学
的
に
'
あ
る

い
は
文
学
的
に
、
あ
る
程
度
問
題
が
あ
る
に
せ
よ
'
い
っ
そ
う
価
伯
多
い
目
群

に
向
か
っ
て
'
絶
え
ず
生
き
続
け
て
い
る
と
み
て
い
る
。
ビ
ユ
ソ
ガ
I
の
目
標

と
す
る
「
こ
と
ば
・
郷
土
感
情
・
宗
教
」
は
'
ビ
ユ
ソ
ガ
I
か
ら
す
れ
ば
'
宗

教
改
革
の
読
本
に
す
で
に
内
在
し
て
い
た
も
の
に
は
か
な
ら
な
い
。
「
そ
の
生

の
過
程
に
目
を
向
け
、
こ
の
精
神
的
な
過
程
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
確
か
め
'

未
来
の
形
成
に
本
書
が
役
立
つ
こ
と
」
を
願
っ
て
本
書
を
怒
い
た
と
ビ
ユ
ソ
ガ

t
は
述
べ
て
い
る
が
、
ビ
ス
ソ
ガ
I
に
と
っ
て
'
小
学
読
本
の
史
的
展
開
は
ま

さ
に
「
発
達
史
」
　
「
発
展
史
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
へ
　
ビ
ユ
ソ
ガ
I
の
言
う
と
お
り
'
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
の
教
育
は
'

こ
の
方
向
で
「
発
展
」
し
て
い
っ
た
。
小
学
読
本
に
よ
る
国
民
教
育
は
'
公
民

的
意
識
を
形
成
し
'
そ
の
公
民
的
意
識
の
統
合
力
は
'
7
八
七
丁
年
の
統
1
国

家
建
設
を
め
ぐ
る
内
政
上
の
争
い
を
琵
服
し
た
。
小
学
読
本
は
'
十
九
位
紀
ド

イ
ツ
の
市
民
社
会
の
国
民
政
治
的
教
育
計
画
に
お
け
る
道
具
で
あ
り
'
手
段
で

あ
っ
た
.
ハ
ス
は
'
本
書
の
「
序
文
」
を
、
次
の
こ
と
ば
で
結
ん
で
い
る
。
「
小

学
読
本
に
は
'
全
教
育
・
授
業
拙
論
の
中
で
の
錯
綜
し
た
機
能
が
ふ
り
か
か
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
'
国
家
と
社
会
と
の
二
元
論
が
公
民
的
意
識
の
内
容
と
な
ら

な
か
っ
た
時
代
の
政
治
的
陶
冶
・
訓
育
の
召
使
と
な
っ
た
。
小
学
読
本
の
理
想

を
求
め
る
努
力
は
'
こ
の
方
向
に
お
い
て
'
虫
初
の
不
安
を
指
し
示
す
も
の
で

あ
っ
た
。
ビ
ユ
ソ
ガ
I
の
叙
述
は
'
こ
の
関
係
を
'
新
教
的
国
民
的
思
考
と
p

⑧

解
か
ら
の
充
脱
の
弁
雀
の
試
み
に
よ
っ
て
'
徹
底
的
に
記
録
し
て
い
る
。
」
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熱
心
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
り
'
プ
ロ
イ
セ
ン
王
朝
の
発
展
と
し
て
ド
イ

ツ
を
み
て
い
る
保
守
的
愛
国
主
義
者
ビ
エ
ソ
ガ
I
の
思
想
・
立
場
は
'
小
学
読

本
の
史
的
展
開
の
と
ら
え
方
の
中
に
強
-
み
ら
れ
る
.
こ
の
歴
史
観
は
、
十
九

世
紀
末
の
ド
イ
ツ
を
背
景
と
し
て
生
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
'
そ
の
解
明
に

は
な
お
考
察
を
必
要
と
す
る
が
'
こ
こ
で
は
ビ
ユ
ソ
ガ
I
の
歴
史
叙
述
が
い
か

な
る
思
想
・
立
切
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
L
t
本
譜
を
利
用
す
る

う
え
で
の
留
意
す
べ
き
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

五

十
九
壮
紀
末
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
'
近
代
国
語
教
育
が
ほ
ぼ
成
立
し
た

時
期
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
に
'
本
文
だ
け
で
六
〇
〇
ペ
ー
ジ
余

に
の
ぼ
る
小
学
読
本
の
歴
史
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
驚
く
べ
き

こ
と
で
あ
る
。
国
語
教
育
論
に
お
い
て
も
'
こ
の
時
期
に
は
、
今
日
に
も
及
ん

で
い
る
其
太
的
な
閃
喝
は
7
応
山
一
i
ろ
っ
て
い
ス
成
木
糸
ス
が
、
八
壁
罪
木

(
凹
語
教
科
書
一
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
'
こ
れ
を
第
1
歩
と
し

て
、
今
後
な
お
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。
木
相
は
'
そ
の
さ
さ
や
か
な
出
発

点
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
(
本
学
教
育
学
部
助
教
授
一

∧
往
∨

①
　
役
刻
版
F
小
学
読
本
発
迂
史
し
　
「
序
文
」
四
二
～
四
三
ペ
ー
ジ
所
収
。

(
な
お
'
こ
の
文
献
日
録
に
は
、
「
プ
ロ
イ
セ
ン
小
学
校
制
度
史
文
献
」

お
よ
び
「
読
本
論
・
文
学
教
育
文
献
」
の
目
録
も
付
さ
れ
て
い
る
。
)

㊥
　
r
小
学
読
本
発
達
史
』
　
「
序
文
」
三
五
ペ
ー
ジ
・

e
 
r
小
学
読
本
発
迂
史
」
　
「
序
文
」
四
7
ペ
ー
ジ
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